
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：35
問題あり：7件
要確認：5件
問題なし：23件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

川内博史の年齢

記載内容：「63歳（1961年11月2日生）」
検証結果：✗誤り

正しい情報：62歳（2024年10月時点）
根拠・出典：Wikipediaによると1961年11月2日生まれで、2024年10月27日投票日時点では62歳

川内博史の当選回数

記載内容：「衆議院議員として通算8期当選」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び公式サイトで確認済み

川内博史の選挙区

記載内容：「鹿児島県第1区」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び立憲民主党公式サイトで確認

石破首相に関する記載

記載内容：「2024年に政権に就いた石破首相」
検証結果：△要確認

問題点：石破茂氏が首相に就任した正確な日付の確認が必要。2024年10月に第三次岸田改造内閣から引き継いだ
が、正確な時期を確認できない

2. 数値情報  

川内博史の繰り上げ当選時期

記載内容：「2024年4月、同党の比例九州ブロック名簿に基づく繰上当選で国政復帰」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipediaで「2024年4月25日に官報を通じて当選人の告示がなされ、衆議院議員に就任」と記載

2024年総選挙結果
記載内容：「2024年10月の総選挙では地元鹿児島1区で議席を奪還」
検証結果：✓正確

根拠・出典：南日本新聞、日経新聞等で2024年10月27日の選挙で当選確実と報道

SNSフォロワー数
記載内容：「Xでフォロワー数がおよそ8万5千人（2025年7月時点）」
検証結果：△要確認

問題点：2025年7月は未来の時点であり、現在検証不可能。実際のフォロワー数も確認できない
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YouTube登録者数
記載内容：「チャンネル登録者数は約1.2万人（2025年7月）」
検証結果：△要確認

問題点：同様に2025年7月は未来の時点

国会発言回数・文字数

記載内容：「発言回数は約120回、発言文字数の総計は25万字」
検証結果：△要確認

問題点：具体的な検証手段が限定的で、正確性を確認困難

3. その他の重要な事実関係  

初当選年

記載内容：「1996年に初当選」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipediaで「1996年の第41回衆議院議員総選挙で初当選」と確認

出身校

記載内容：「早稲田大学政治経済学部を卒業後に大和銀行に勤めた」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipediaで「ラ・サール中学校・高等学校、早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。卒業後、大和銀
行に就職」と記載

党歴

記載内容：「日本新党から政界入りし、新党さきがけ、旧民主党を経て」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipediaで詳細な党歴が確認可能

立憲民主党での役職

記載内容：「立憲民主党常任幹事会議長に就任」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipediaで確認

民主党環境副大臣の経験

記載内容：「民主党環境副大臣（2012年）を経験」
検証結果：△要確認

問題点：具体的な時期と役職名の正確性要確認

4. 政策関連の記載  

政策スタンス

記載内容：原発ゼロ、消費税減税などの政策的立場

検証結果：✓正確

根拠・出典：選挙時の公約や国会での発言内容と整合

委員会での活動

記載内容：財務金融委員会等での質疑

検証結果：△要確認

問題点：具体的な委員会所属歴や発言内容の詳細確認が必要

af://n93
af://n99
af://n102


改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 年齢の修正：「63歳」→「62歳」（2024年10月時点）

2. 未来の日付の修正：「2025年7月時点」等の記載を現実的な時点に修正

3. 石破首相就任時期：より正確な時期の確認と記載

追加確認が推奨される情報  

1. SNSフォロワー数・登録者数の現在の正確な数値

2. 国会発言回数・文字数の検証可能なデータソース

3. 具体的な委員会所属歴と役職経験

4. 民主党時代の副大臣経験の正確な時期と役職名

5. 各種政策に関する具体的な発言や提出法案の詳細

総合評価  

記事の大部分は信頼できる情報源に基づいており、主要な事実関係は正確です。しかし、数値データや未来の時点

の記載、一部の詳細情報について確認が必要な箇所があります。特に年齢の誤記は重要な修正事項です。
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